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 節グィを用いた群グィ実験(鉛直支持力)
 ㈱武智工務所細川義隆平尾幸太郎○大杉富美一大村重俊
 ユ序     群グイの鉛直支持力に関する実験としては、従来数多く実施されてきた。
 これらの実験の一部は文献。に整理されているが、群ぐい効率(η=群ぐいφ支持力
 /単ぐいの支持力xぐい本数)に関する結果の概・要はξ以下のごとぐである6すなわ
 ち、砂質土地盤中に打設された群ぐいでは、くい径の2、～3倍の間隔の場合最大効率
 を示しηは1.3～2.0と塗ること(Pでess・Cambefort・Kedzi・Vesic・園田)、粘性土地盤中に打
 設または押し込まれた群ぐいでは、ηは一般に1.0より小さいこと(Wh'itaker・Sowers・
 地震時くい委員会)、また砂質土地盤中に埋..込まれた群ぐい(〈い径40㎝、長さ7・0拠
 の2本ぐい)の場合ηは1.0より小さかったこと、一(Press)などである。ただし、い
 ずれも円形断面直ぐいに関す.るものである。今回砂質地盤中に埋込んだ鉄筋コンフリー.
 ト節付きぐい(円形断面)の群ぐいの載荷試験を実施する機会を得たので、報告する
 次第である。一'
 2実験概要試験位置にカける土'質調査結果を図1に示す。試験ぐいは図1中に示
 す寸法の円形断面のものであって、載荷試験を行なった試験ぐいの組み合せば、①単・
 く●い、②2本群く●い、③3本群ぐい、④4本群ぐい、⑤5本群ぐい、⑥単ぐいである。
 ①～⑤は埋込みぐいであって、所定の深度までφ500鵬のアらスオーが一を用・い
 て掘削し、表一1に示す配合のモルタルを注入したのちくいを挿入した。⑥の打込
 旗は、2.0εのモンケンを用い落下高さ1.5～2.5祝で節間に砂利を充てんしなが
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 図一1試験ぐい、P・Cアンカーと土質柱状図
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